
みなさんの暮らしと
つながっています。
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2026年２月号

子どもの医療費無償化など全議案を可決
12月定例会議では、市長提出議案29件、議会提出議案２件、請願66件について審議しました。
坂根正弘氏、益井俊雄氏の寄付を原資とする坂根正弘奨学基金条例および益井俊雄奨学基金条例などが提
案されました。また、指定管理者指定議案として、浜田市ふるさと体験村施設他４件の提案がありました。
令和７年度浜田市一般会計補正予算（第６号）では、令和８年度からの高校生年齢の通院自己負担を無償
化するための準備経費を含む約2,738万円、学校給食費物価高騰対策事業費約793万円などが計上されま
した。
また、令和７年度一般会計補正予算（第７号）では、人事院勧告および島根県人事院勧告ならびに人事異
動等に基づく人件費の調整に係る経費が計上され、令和７年度浜田市一般会計補正予算（第８号）では、
物価高対策としてプレミアム付はまだ応援チケット発行事業等の経費が計上されました。
各委員会や本会議で慎重に審議した結果、12月定例会議に提出された全ての議案を可決しました。

トピックス

市
民
生
活
を
応
援
し
ま
す
！

め
て
い
き
ま
す
。

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

市
民
の
皆
さ
ま
や
市
内
事
業

者
を
応
援
す
る
た
め
、「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
は
ま
だ
応
援
チ

ケ
ッ
ト（
第
5
弾
）」
を
発
行

し
ま
す
。

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
７
千
円

分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
千
円
で

購
入
で
き
る
大
変
お
得
な
商

品
券
で
す
。

内
訳
は
、
共
通
券
３
千
円

分
・
地
元
応
援
券
４
千
円
分

と
な
っ
て
お
り
、
市
内
の
幅

広
い
店
舗
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

◦
発
行
冊
数
：
10
万
冊

◦
販
売
開
始
日
：
令
和
８
年

４
月
20
日

◦
利
用
期
間
：
令
和
８
年
４

月
20
日
～
令
和
８
年
７
月

31
日

日
々
の
買
い
物
や
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
活
用

い
た
だ
き
、
家
計
の
負
担
軽

浜
田
市
で
は
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
拡
充
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
子
ど
も
自
身

の
権
利
保
障
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
高

校
生
世
代
に
つ
い
て
は
、

通
院
時
に
一
定
の
自
己
負

担
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令

和
８
年
４
月
か
ら
は
、
市

独
自
の
助
成
に
よ
り
、
入

院
・
通
院
と
も
に
自
己
負

担
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
0
歳
か
ら

１８
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
、

医
療
費
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
こ
う
し
た

趣
旨
を
踏
ま
え
、
関
連
予

算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま

し
た
。

今
後
も
、
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
進

減
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

「
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援

手
当
」
は
、
令
和
７
年
11
月

21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
新
た
な
総
合
経
済
対
策
」

に
基
づ
き
、
全
国
的
に
実
施

さ
れ
る
支
援
策
で
す
。 

物
価
高
の
影
響
が
長
期
化

し
、
市
民
生
活
に
影
響
を
与

え
て
い
る
中
で
、
特
に
そ
の

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子

育
て
世
帯
を
力
強
く
支
援

し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
浜
田
市
で
は
、
応
援
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

◦
支
給
額
： 

対
象
児
童
1

人
に
つ
き 

２
万
円

◦
対
象
者
： 

0
歳
か
ら
18

歳（
高
校
3
年
生
ま
で
）の

子
ど
も
を
養
育
す
る
世

帯
。
所
得
制
限
な
し

◦
支
給
時
期
： 

令
和
8
年

2
月
末
予
定

12
今回はこれがポイント!

高
校
生
世
代
の

医
療
費
が
無
料
に

プ
レ
ミ
ア
ム
付

は
ま
だ
応
援

チ
ケ
ッ
ト
第
５
弾
！

物
価
高
対
策
の
子
育
て

応
援
手
当
を
支
給
！
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2026年２月号

12月定例会議で賛否が分かれた議案は以下のとおりです。
各議員の賛否や、請願、陳情審査結果などの詳細は、市議
会ホームページをご覧ください。

※請願の賛否については浜田市議会のホームページにて確認ください。

議案等の

賛否の公開
令和７年12月　●定例会議●　市長提出議案29件　議会提出議案２件　選挙２件

トピックス

議案番号等 議　案　名　等 賛成 反　　　　対

議案第96号
浜田市議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例について

16 5 西田一平、今田、花田、森谷、足立

議案第98号 令和７年度浜田市一般会計補正予算
（第７号） 19 2 森谷、足立

12
月
定
例
会
議
で
は
、
市
内

の
重
要
な
観
光
・
交
流
施
設

に
つ
い
て
、
今
後
の
運
営
方

針
や
活
性
化
に
向
け
た
取
組

が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
老
朽
化
や
集
客
の
長

期
低
迷
と
い
う
課
題
を
抱
え

る
「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」

に
つ
い
て
、
新
た
な
整
備
運

営
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
24
時
間
営
業

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

を
導
入
す
る
他
、
浜
田
の
美

し
い
夕
日
を
生
か
し
た
夕
日

神
楽
や
写
真
教
室
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
定
期
開
催
、
地
元

食
材
を
使
っ
た
直
売
所
や
飲

食
店
の
充
実
に
つ
い
て
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
時
に
は
避
難
場
所
と
し

て
の
防
災
機
能
も
担
い
、
地

元
住
民
に
と
っ
て
は
「
市
民

用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
三

桜
酒
造
跡
地
な
ど
で
実
施
さ

れ
た
ま
ち
な
か
夜
神
楽
、
石

州
酒
ま
つ
り
、
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田

昼
市
な
ど
5
回
の
イ
ベ
ン
ト

に
は
約
3
︐３
０
０
人
が
来
場

し
、
来
場
者
の
約
8
割
が
満

足
と
回
答
し
ま
し
た
。
一
方

で
「
飲
食
店
や
物
販
店
の
充

実
」「
休
憩
や
子
ど
も
の
遊

び
ス
ペ
ー
ス
」
な
ど
の
ニ
ー

ズ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
明
ら

か
に
な
り
、
今
後
の
駅
周
辺

活
性
化
の
検
討
材
料
と
な
り

ま
し
た
。

市
民
に
愛
さ
れ
、
活
用
さ
れ

る
施
設
活
用
に
向
け
て
、
議

会
で
も
し
っ
か
り
と
協
議
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
に
必
要
な
施
設
」「
地

域
活
性
化
の
拠
点
」
と
し
て
、

市
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ

て
は
「
浜
田
市
に
行
っ
た
ら

必
ず
立
ち
寄
る
施
設
」と
い
っ

た
内
容
が
含
ま
れ
ま
す
。

10
月
に
実
施
し
た
指
定
管
理

者
の
公
募
で
応
募
者
が
な

か
っ
た
た
め
、
公
募
条
件
を

見
直
し
、
12
月
下
旬
か
ら
再

度
公
募
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
温

泉
施
設
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

に
向
け
て
、
よ
り
魅
力
的
な

運
営
条
件
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

弥
栄
地
域
の
「
ふ
る
さ
と
体

験
村
施
設
」に
つ
い
て
、
や
さ

か
プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
よ
る
新
た

な
管
理
運
営
事
業
計
画
が
示

さ
れ
、
ど
ぶ
ろ
く
造
り
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
資
源
を
活

市
内
の
施
設
に
つ
い
て

の
協
議

道
の
駅

「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」

の
再
出
発

美
又
温
泉
美
肌
観
光

拠
点
施
設
の
再
公
募

ふ
る
さ
と
体
験
村
の

新
た
な
ス
タ
ー
ト

浜
田
駅
周
辺
活
性
化

社
会
実
験
の
成
果

※請願・陳情の結果は浜田市議会ホームページにてご確認ください。
請願・陳情について審査しました 請願66件 陳情２件

市
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
！
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2026年２月号

浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています。
質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。

こちらから動画をご覧ください

21人が
個人一般
質問

Q
物
価
高
の
中
、
相
談
な
ど

市
民
生
活
の
状
況
は
。

A
生
活
相
談
の
件
数
は
減
少

傾
向
で
あ
る
が
、
物
価
高
で

生
活
が
苦
し
い
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

Q
１
人
当
た
り
３
︐０
０
０
円

の
お
こ
め
券
が
配
ら
れ
る
が

市
の
対
応
は
。

A
詳
細
が
明
ら
か
で
な
い
が
、

国
の
方
針
を
確
認
し
市
民
に

き
ち
ん
と
届
く
よ
う
に
対
応

し
た
い
。

Q
他
市
に
比
べ
ガ
ソ
リ
ン
価

格
が
高
い
こ
と
へ
の
対
応
は
。

A
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
石
油
元

売
り
会
社
か
ら
安
く
仕
入
れ

る
こ
と
で
価
格
は
下
が
る
が
、

浜
田
市
で
は
そ
の
よ
う
な
状

況
に
な
く
、
物
価
高
対
策
は

別
途
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
市
長
所
信
表
明

・
人
口
減
少
対
策

・
観
光
入
込
客
増
加
策

Q
２
０
３
０
年
ま
で
に
高
齢

者
人
口
増
加
、
労
働
人
口
大

幅
減
少
、
空
き
家
増
加
な
ど

複
合
的
な
変
化
が
同
時
進
行

で
起
こ
る
。
特
に
医
療
・
福

祉
人
材
の
不
足
は
深
刻
だ
が
、

当
市
に
お
け
る
医
療
・
福
祉

人
材
の
不
足
予
想
は
。

A
医
療
機
関
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
２
０
３
０
年
に

看
護
師
な
ど
の
不
足
で
不
安

を
感
じ
る
方
が
37
％
と
増
加

し
、
医
療
・
介
護
人
材
の
不

足
は
さ
ら
に
深
刻
と
な
る
と

予
想
で
き
る
。

Q
そ
の
た
め
の
医
療
・
介
護

人
材
の
育
成
・
確
保
戦
略
は
。

A
浜
田
市
医
師
会
の
協
力
に

よ
り
修
学
資
金
貸
付
制
度
拡

充
な
ど
、
人
材
確
保
の
新
規

事
業
を
構
築
し
対
応
し
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
石
見
神
楽
振
興

・
市
政
運
営

芦谷 英夫

川神 裕司

村木 勝也

すべての人に健康と福祉を

いま物価高から市民生活を守る施策が必要だ

迫りくる2030年問題に備えよ!

県西部で唯一！医療専門職の育成の場

Q
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ

レ
ッ
ジ
島
根
は
、
学
校
法
人

で
あ
り
、
地
域
課
題
解
決
や

社
会
貢
献
を
行
い
、
地
元
学

生
の
受
け
皿
で
あ
る
。
学
生

の
安
全
・
安
心
な
学
び
と
生

活
の
た
め
、
市
と
し
て
財
政

的
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ

レ
ッ
ジ
島
根
は
、
地
域
に
お

け
る
医
療
・
介
護
の
人
材
を

育
て
る
と
い
う
大
変
意
義
の

あ
る
学
校
で
あ
り
、
市
と
し

て
も
し
っ
か
り
応
援
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る

一
方
で
、
大
変
厳
し
い
経
営

状
況
に
あ
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
る
。
今
年
6
月
の

理
事
長
交
代
を
受
け
、
市
は

新
し
い
経
営
者
の
も
と
で
の

運
営
方
針
や
経
営
改
善
計
画

を
聞
き
な
が
ら
、
今
後
の
市

の
関
わ
り
方
を
引
き
続
き
検

討
す
る
。
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2026年２月号

佐々木 豊治

エネルギーをみんなに そしてクリーンに

太陽光発電などの事業に対し条例制定すべき
Q
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

は
令
和
３
年
に
市
独
自
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
て
い

る
。
太
陽
光
発
電
な
ど
他
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
に
対
し
、
市
民
の
生
命

や
財
産
を
保
護
し
、
生
活
環

境
の
保
全
や
地
域
と
調
和
し

た
、
適
正
な
導
入
を
確
保
す

る
た
め
の
条
例
制
定
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
風
力
以
外
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
に
関
す

る
基
準
は
な
い
た
め
、
太
陽

光
発
電
な
ど
に
つ
い
て
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
制
定
に

向
け
検
討
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
外
国
人
労
働
者
の
環
境
整

備
・
水
道
料
金
軽
減
や
学
校
給

食
費
支
援
な
ど
の
市
民
生

活
支
援

・
不
登
校
対
策
と
し
て
の
校

内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
拡
充

大谷 学

質の高い教育をみんなに

小中学校の自由裁量経費増額へ
Q
市
長
は
市
議
の
頃
の
個
人

一
般
質
問
で
、
学
校
の
自
由

裁
量
経
費
の
増
額
を
前
市
長

に
求
め
て
い
た
が
、
市
長
と

な
っ
て
増
額
す
る
考
え
は
？

A
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

な
ど
の
地
域
に
お
け
る
実
践

活
動
が
始
ま
れ
ば
必
要
と
想

定
さ
れ
る
の
で
、
仕
組
み
や

財
源
確
保
を
検
討
し
た
い
。

Q
子
ど
も
の
主
体
性
を
高
め

る
た
め
に
児
童
会
や
生
徒
会

に
直
接
配
分
し
て
自
主
的
な

活
動
を
促
し
て
は
？

A
す
ぐ
に
は
難
し
い
が
方
向

性
は
同
じ
な
の
で
、
学
校
側

と
相
談
し
て
考
え
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
市
政
運
営
上
の
最
優
先
事

項
・
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
愛

着
と
誇
り
）醸
成

・
災
害
や
イ
ベ
ン
ト
に
有
用
性

の
あ
る
自
走
式
水
洗
ト
イ
レ

カ
ー
の
導
入

小川 稔宏

すべての人に健康と福祉を

実効性あるカスハラ防止対策を急ぐべきでは
Q
カ
ス
ハ
ラ
被
害
が
深
刻
化

す
る
中
、
愛
知
県
美
浜
町
議

会
で
は
窓
口
や
電
話
で
理
不

尽
な
要
求
や
暴
言
を
続
け
て

い
た
住
民
に
４
０
０
万
円
の

損
害
賠
償
を
求
め
る
提
訴
に

向
け
た
議
案
を
全
会
一
致
で

議
決
し
た
。
埼
玉
県
三
郷
市

で
は
市
議
会
議
員
が
市
職
員

を
怒
鳴
る
な
ど
業
務
を
妨
害

し
た
と
し
て
、
三
郷
市
議
会

は
除
名
の
懲
罰
を
科
し
議
員

は
失
職
し
た
。
浜
田
市
で
も

カ
ス
ハ
ラ
防
止
条
例
を
急
ぐ

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
改
正
・
労
働
施
策
総
合
推

進
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
カ
ス

ハ
ラ
防
止
条
例
制
定
に
係
る

情
報
収
集
や
予
算
化
の
準
備

を
し
て
い
る
。
条
例
の
目
的

は
働
く
人
の
人
格
や
尊
厳
を

守
る
こ
と
な
の
で
、
市
職
員

の
み
で
な
く
働
く
す
べ
て
の

方
を
対
象
と
し
た
カ
ス
ハ
ラ

防
止
対
策
を
考
え
て
い
る
。

遠藤 祐之

働きがいも経済成長も

保育士処遇改善へ向けて
Q
浜
田
市
長
は
、
将
来
的
に

保
育
士
の
数
と
質
の
確
保
に

つ
い
て
何
を
さ
れ
る
の
か
。

A
経
済
的
な
支
援
と
し
て
、

保
育
士
養
成
施
設
に
通
う
方

に
対
し
て
、
島
根
県
と
協
調

し
て
就
学
資
金
の
貸
付
を
行

っ
て
い
る
。

（
３
年
間
浜
田
市
内
の
保
育
所

で
働
け
ば
免
除
）

Q
保
育
士
の
処
遇
に
つ
い
て
、

市
長
の
具
体
的
な
考
え
は
。

A
保
育
士
の
働
く
環
境
の
改

善
に
努
め
、
引
き
続
き
保
育

士
の
皆
さ
ん
が
や
り
が
い
を

持
っ
て
長
く
働
け
る
環
境
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
市
役
所
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化

・
浜
田
市
の
財
政
力
指
数
の

向
上
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花田 香

人や国の不平等をなくそう

子どもの権利を保障することを約束した市
Q
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定

の
必
要
性
は
？

A
条
例
は
、
子
ど
も
の
権
利

を
保
障
す
る
活
動
に
根
拠
を

与
え
、
誰
も
に
正
し
い
理
解

を
促
す
き
っ
か
け
に
な
る
。

Q
条
例
の
土
台
に
あ
る
子
ど

も
の
権
利
条
約
の
四
つ
の
原

則
の
う
ち
「
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
」を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
？

A
子
ど
も
の
視
点
に
立
ち
、

子
ど
も
の
意
見
も
尊
重
し
な

が
ら
判
断
す
る
。

Q
条
例
制
定
に
は
、
子
ど
も

自
身
の
参
画
が
必
須
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
？

A
具
体
策
は
先
進
地
な
ど
を

参
考
に
こ
れ
か
ら
検
討
す
る

が
、
条
例
制
定
に
子
ど
も
の

意
見
を
聞
く
こ
と
は
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

串﨑 利行

足立 豪

西田 清久

住み続けられるまちづくりを

ハンター育成・猟友会の現状は？

訪問入浴介護サービスの継続を！

地域の裁量で持続可能な中山間地域振興を！

Q
全
国
各
地
で
熊
被
害
を
受

け
、
ハ
ン
タ
ー
育
成
や
確
保

を
早
急
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
が
考
え
は
。

A
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に

よ
り
熊
に
よ
る
被
害
に
対
す

る
緊
急
対
応
を
し
て
い
る
が
、

ハ
ン
タ
ー
確
保
は
重
要
で
あ

る
。
環
境
省
が
開
催
す
る
講

習
会
に
実
施
隊
員
が
参
加
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
。

Q
猟
友
会
の
現
状
は
。

A
年
齢
構
成
は
、
70
歳
以
上

45
％
・
60
歳
以
上
30
％
。

Q
公
安
委
員
会
指
定
の
射
撃

場
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
抜

本
的
な
修
理
が
必
要
だ
が
考

え
は
。

A
現
在
の
射
撃
場
が
延
命
で

き
る
よ
う
、
施
設
維
持
の
た

め
の
側
面
的
支
援
を
す
る
。

Q
猟
友
会
の
ハ
ン
タ
ー
の
報

酬
や
手
当
は
。

A
危
険
な
仕
事
で
あ
り
、
報

酬
額
な
ど
を
検
討
す
る
。

Q
訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
新
規
利
用
者
を
受
け
付
け

て
い
な
い
が
、
補
助
金
ま
で

入
れ
て
い
る
の
に
い
つ
ま
で

こ
の
状
態
が
続
く
の
か
？

A
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

る
浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
不
足
に
よ
り
新
規
利

用
者
の
受
入
れ
が
で
き
る
状

態
で
な
い
。

Q
浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
事
業
継
続
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
費
用
負
担
し
て
で

も
ほ
か
の
事
業
者
が
で
き
る

環
境
整
備
を
す
る
こ
と
が
必

要
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
で

き
る
限
り
住
み
続
け
ら
れ
る

本
当
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

A
民
間
が
参
入
し
て
も
ら
え

た
ら
あ
り
が
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
保
育
園
の
ゼ
ロ
歳
児
保
育

に
対
す
る
浜
田
市
独
自
の

人
員
配
置

Q
令
和
７
年
度
で
期
限
と
な

る
「
中
山
間
地
域
振
興
枠
」の

今
後
の
考
え
方
は
。

A
今
後
も
現
行
の
枠
組
み
で

継
続
実
施
す
る
。
中
山
間
地

域
振
興
枠
を
令
和
８
年
度
か

ら
５
年
間
延
長
し
、
ま
ち
づ

く
り
振
興
基
金
内
で
10
億
円

確
保
し
た
い
。

Q
中
山
間
地
域
振
興
に
は
、

即
効
性
と
人
材
育
成
の
観
点

か
ら
も
一
定
の
支
所
裁
量
の

「
地
域
枠
予
算
」
を
設
け
る
考

え
は
な
い
か
。

A
現
時
点
で
各
支
所
単
位
で

の
「
地
域
枠
予
算
」の
考
え
は

な
い
。
各
支
所
に
は
災
害
や

緊
急
修
繕
な
ど
不
測
の
事
態

に
備
え
て
、
毎
年
度
５
０
０

万
円
ず
つ
の
予
備
費
を
配
当

し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
浜
田
に
住
み
た
い
・
住
み

続
け
ら
れ
る
環
境
整
備　

他
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Q
浜
田
の
現
状
認
識
と
し
て
、

市
道
の
維
持
・
補
修
を
ど
の

よ
う
に
優
先
付
け
る
の
か
？

A
市
道
の
維
持
・
補
修
に
つ

い
て
は
緊
急
性
や
交
通
状
況

な
ど
を
考
慮
し
て
決
め
る
。

Q
優
先
順
位
に
つ
い
て
基
準

は
あ
る
の
か
？

A
明
確
な
基
準
は
な
い
が
、

通
行
の
安
全
性
に
支
障
を
き

た
す
場
合
な
ど
を
優
先
す
る
。

ま
た
、
交
通
状
況
は
緊
急
輸

送
道
路
や
幹
線
道
路
な
ど
の

交
通
量
の
多
い
市
道
や
、
代

替
道
路
の
な
い
場
合
を
優
先

し
て
お
り
、
道
路
の
老
朽
化

状
況
や
危
険
度
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
い
る
。

Q
災
害
時
の
避
難
路
確
保
の

考
え
方
は
？

A
避
難
路
が
適
切
に
確
保
さ

れ
、
迅
速
な
避
難
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
が
抑

制
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

笹田 卓

今田 実延

川上 幾雄

戸津川 美二

住み続けられるまちづくりを

市民目線で所信表明の市長の思いを聞く！

市民の交通手段を守るために!

市道整備と生活インフラ

県立大学生の浜田市内への定住を

Q
駅
前
や
三
桜
酒
造
跡
地
は

ど
う
な
る
の
か
？

A
三
桜
酒
造
跡
地
利
用
は
、

に
ぎ
わ
い
創
出
が
目
的
で
市

民
や
関
係
者
と
の
対
話
を
重

ね
、
駅
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
策
定
す
る
中
で
跡

地
の
多
目
的
活
用
を
検
討
す

る
。

Q
農
業
・
林
業
・
水
産
業
の

強
化
策
は
何
か
？

A
有
機
農
業
や
水
稲
支
援
、

循
環
型
林
業
の
推
進
、
漁
船

更
新
支
援
や
外
来
船
誘
致
に

よ
り
、
生
産
力
と
水
揚
量
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
。

Q
防
災
と
暮
ら
し
の
安
全
対

策
は
ど
う
進
め
る
の
か
？

A
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、

防
災
士
の
配
置
、
防
災
講
座

の
充
実
に
よ
り
、
地
域
防
災

力
の
向
上
を
継
続
的
に
進
め

て
い
く
。

Q
市
と
の
共
同
研
究
事
業
で

政
策
反
映
で
き
た
事
業
は
？

A
商
業
施
設
で
の
買
い
物
に

利
用
で
き
る
バ
ス
路
線
の
延

長
や
バ
ス
停
新
設
、
運
行
ダ

イ
ヤ
変
更
な
ど
を
行
っ
た
。

Q
共
同
研
究
事
業
に
よ
り
地

域
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
た
か
？

A
大
学
の
専
門
性
を
生
か
し
、

学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

な
ど
を
通
じ
地
域
課
題
把
握

や
住
民
と
の
交
流
・
理
解
の

促
進
に
つ
な
が
っ
た
。

Q
県
立
大
学
生
の
地
元
就
職

促
進
の
た
め
の
支
援
策
は
？

A
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
働
こ
う

＠
浜
田
」を
通
じ
た
求
人
情
報

の
提
供
や
ふ
る
さ
と
島
根
定

住
財
団
の
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
」に
よ
る
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
民
間
団
体
等
か
ら
の
政
策
提
言

Q
中
山
間
地
域
に
お
け
る
現

行
の
市
生
活
路
線
バ
ス
・
市

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
・
民

間
タ
ク
シ
ー
の
運
行
状
況
・

利
用
状
況
の
分
析
は
。

A
市
生
活
路
線
バ
ス
と
市
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
は
、
運
行
委
託
業
者
か
ら

毎
月
の
利
用
実
績
を
受
け
、

デ
ー
タ
化
し
運
行
状
況
の
把

握
を
し
て
い
る
。

Q
便
数
の
少
な
い
中
山
間
地

域
の
市
生
活
路
線
バ
ス
に
つ

い
て
、
週
２
～
３
日
の
昼
便

の
試
験
的
な
増
便
は
。

A
旭
浜
田
線
の
市
生
活
路
線

バ
ス
は
令
和
２
年
12
月
に
民

間
路
線
バ
ス
廃
止
に
伴
う
代

替
と
し
て
運
行
を
開
始
。
廃

止
当
時
の
運
行
状
況
を
基
に

運
行
ダ
イ
ヤ
も
決
定
し
た
。

引
き
続
き
利
用
人
数
も
把
握

し
な
が
ら
、
必
要
な
便
数
を

検
討
し
て
い
く
。
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森谷 公昭

つくる責任 つかう責任

スケート場廃止の闇

※議会だよりの編集担当である議会広報広聴委員会での協議の結果、一般質問の記事については、個人名の掲載をしないこととしました。
　また、森谷議員は個人名の掲載が認められないのであれば、Ｑ＆Ａの文面を白紙としてイラストのみの掲載を希望されました。

西田 一平

岡山 令子

岡本 正友

住み続けられるまちづくりを

美又温泉の新外湯施設に食の魅力を！

情報発信とさらなる県立大学との連携

市営住宅の消防訓練未実施の理由は何

た
く
さ
ん
の
方
に
応
援
を
頂

き
、
初
め
て
の
一
般
質
問
と
な

る
。Q

来
年
 12
月
オ
ー
プ
ン
の
美

又
温
泉
外
湯
施
設
に
併
せ
た

飲
食
店
誘
致
の
進
捗
は
？
ま

た
、 

現
行
の
補
助
金
で
は
温

泉
地
特
有
の
課
題
に
対
応
で

き
な
い
の
で
は
？

A
飲
食
店
事
業
者
に
対
し
直

接
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
新
支
援

制
度
を
来
年
春
ま
で
に
検
討

す
る
。

Q
「
食
べ
て
、
浸
か
っ
て
、

美
し
く
な
る
」美
肌
観
光
の
聖

地
と
し
て
ど
う
育
て
る
か
？

A
外
湯
施
設
と
質
の
高
い
飲

食
店
の
相
乗
効
果
で
美
又
温

泉
全
体
の
魅
力
向
上
を
図
る
。

地
方
創
生
交
付
金
や
県
の
美

肌
観
光
事
業
を
活
用
し
て
、

令
和
8
年
度
予
算
化
を
目
指

す
。

Q
浜
田
市
の
こ
れ
か
ら
の
情

報
発
信
の
在
り
方
は
。

A
現
在
、
こ
れ
ま
で
多
数
存

在
し
て
い
た
情
報
発
信
ツ
ー

ル
の
統
合
を
進
め
て
お
り
、

情
報
を
掲
載
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
市
民

に
確
実
に
届
け
ら
れ
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
く
。

Q
島
根
県
立
大
学
と
の
連
携

を
深
め
る
た
め
、
学
生
と
地

域
が
関
わ
る
際
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
や
研
修
の
実
施
は

検
討
し
て
い
る
か
。

A
現
時
点
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
研
修
の
実
施
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、

連
携
を
深
め
る
た
め
の
状
況

把
握
と
相
互
理
解
に
努
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
市
民
活
動
を
活
発
化
さ
せ

る
た
め
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進

・
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
に

と
ら
わ
れ
な
い
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進

Q
な
ぜ
市
営
住
宅
８
施
設
す

べ
て
で
消
防
訓
練
未
実
施
と

な
っ
た
の
か
。

A
非
特
定
防
火
対
象
物
に
お

け
る
定
期
的
訓
練
の
未
実
施

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者

の
認
識
が
十
分
で
な
か
っ
た

事
が
主
な
原
因
。
指
導
と
確

認
を
よ
り
徹
底
し
て
行
く
。

Q
今
後
の
改
善
策
は
。

A
訓
練
の
実
施
と
報
告
を
指

定
管
理
項
目
に
加
え
、
入
居

者
の
協
力
が
不
可
欠
の
た
め
、

周
知
を
強
化
す
る
。
計
画
的

に
実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
取
組
た
い
。

Q
 50
人
以
下
の
集
合
住
宅
や

ア
パ
ー
ト
な
ど
で
も
消
防
訓

練
が
で
き
る
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

A
市
と
し
て
も
必
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
に
向
け

て
努
め
た
い
。
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沖田 真治

柳楽 真智子

つくる責任 つかう責任

平和と公正をすべての人に

これからのインフラ管理の課題と方策とは

子どもの権利を守る取組の推進を

Q
浜
田
市
が
維
持
管
理
す
る

道
路
と
橋
の
総
延
長
は
？

A
市
道
約
１
︐５
０
０
㌖
、
全

管
理
橋
梁
数
９
９
６
本
で
総

延
長
、
約
14
㌖
で
あ
る
。

Q
人
口
減
少
が
進
む
中
、
道

路
や
橋
の
維
持
管
理
を
全
て

行
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い

と
い
う
考
え
方
が
現
実
的
で

あ
り
、
利
用
度
や
必
要
性
に

応
じ
た
選
択
と
集
中
と
い
っ

た
考
え
方
に
基
づ
い
た
計
画

を
策
定
し
た
上
で
管
理
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？

A
選
択
と
集
中
に
基
づ
い
た

考
え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

道
路
や
橋
を
集
約
、
廃
止
を

し
て
い
く
こ
と
も
出
て
く
る

た
め
、
地
域
の
方
や
土
地
所

有
者
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ

く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
計

画
を
策
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で

考
え
て
は
い
な
い
。

Q
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

子
ど
も
自
身
が
知
る
権
利
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
伝
え
る

場
は
設
け
て
い
る
の
か
。

A
令
和
７
年
７
月
に
子
ど
も

向
け
概
要
版
を
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
に
配
布
し
、
一
部

説
明
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

Q
理
解
を
深
め
る
場
を
設
け

ら
れ
な
い
か
。

A
今
後
検
討
し
た
い
。

Q
小
中
学
校
で
は
毎
年
人
権

研
修
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

全
員
が
参
加
す
る
こ
の
機
会

に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A
学
校
の
予
定
や
講
師
の
問

題
も
あ
る
の
で
、
担
当
部
局

で
検
討
す
る
。

Q
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た

め
に
は
大
人
の
理
解
が
必
要

だ
。
市
民
の
理
解
促
進
の
た

め
全
市
ま
た
は
各
地
域
で
研

修
会
は
開
催
で
き
な
い
か
。

A
そ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け

ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

風車を弥栄の近くに建てないでください。

ご意見をいただきありがとうございます。
既に整備されている風車による道路および河川への影響、騒音問題や景観および生態系に与える問題
など、様々な影響が出ていることは地域に住んでおられる方々からも伺っています。
その上で、風車の今後の整備計画につきましては、その地域に住んでおられる皆さまの安心・安全・
生活環境を最優先に考えることを前提に、事業内容を精査させていただきます。

（文教厚生委員会）

ご意見

対応経過および結果

ぎかいポストに寄せられた意見へ回答

各まちづくりセンターに、意見・ご要望用紙を「ぎかいポスト」とともに
設置しておりますのでご投函ください。ウェブからも受け付けております。
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地方議会サミットで浜田市の事例を報告！

「石見神楽振興議員連盟」
再度設立！

11月８日、９日に法政大学市ケ
谷キャンパスで開催された「全国

地方議会サミット2025」に、浜田市議会として
参加しました。本サミットは、議会改革の最新
動向や、ＳＮＳ時代の政治コミュニケーション、
ＡＩの利活用、そして議会による政策形成など、
全国の先進事例と課題を共有する場として開催
されたものです。
浜田市議会は、住民参画分野で全国トップクラ
スの評価を受けていることから、ＤＡＹ２の「子
ども・若者との政策づくり」セッションで事例報告を行いました。
特に、高校生や大学生、市民の皆さんが議場で思いを語る「はまだ市民一日議会」の取組や、子ども
の声を実際の施策へ反映してきた実例について紹介し、多くの自治体から関心が寄せられました。
また、他自治体の政策形成サイクルや委員会活動の工夫、ＡＩ活用の最新事例を学んだことで、浜田
市議会が今後取組むべき改善点も明確になりました。
今回得た知見を生かし、より開かれた、政策提言力の高い
議会を目指して取組を進めてまいります。

浜田市議会では改選前の任期において、石見神楽の保存・伝承を含めた石見神楽振興を後押しするた
めに「浜田市議会石見神楽振興議員連盟」を設置し積極的に活動を行ったところです。
その結果として、念願の「神楽文化伝承室」の新設や「浜田市石見神楽蛇胴」の浜田市文化財指定実現
など、石見神楽振興に大きく寄与できたものと考えます。
さらに「大阪関西万博」における石見神楽の上演は、世界に対して浜田市の魅力を発信する最高の舞台
となりました。この取組を地域の魅力醸成と経済再生の絶好の機会と捉え、議会として『先人が生み育て、
地域の人々が愛してやまない「日本遺産 石見神楽」を振興し、もっと魅力ある地域づくりと地域経済

の再生を図ること』を目的として、昨年度の議会
改選後、再度「浜田市議会石見神楽振興議員連
盟」を15人の参画で立ち上げました。
取組課題として、今後出される「石見神楽保存・
伝承拠点基本構想検討委員会」の答申を踏まえた
拠点の在り方、石見神楽衣装・神楽面などの「物
づくり」に対して、早急な「浜田市文化財指定」
の実現と支援強化、「ふるさと郷育」への石見神
楽の活用と後継者育成支援を掲げています。

はまだ議会
ニ ュ ース
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〈請願〉議員の紹介が必要
市民の要望を議会に正式に提出する
制度です。
議会に提出する際には、市議会議員
の紹介が必要で、委員会審査と本会
議での採決を経て、「採択」「不採択」
が決まります。

〈陳情〉簡易に提出できる
市民が意見や要望を伝える点は請願
と共通しますが、議員の紹介が不要
で、本会議での採決は行われず、委
員会審査で終了します。
請願より簡易な手続きで行えるのが
特徴です。

〈質問〉政策全般を問う
市の施策全般について、議員が問題
意識に基づき問い掛けるものです。
一般質問や代表質問は、この「質問」
に当たります。

〈質疑〉議題内容を確認する
議題となっている案件について、そ
の内容や必要性などを確認するため
に行うものです。
質問とは異なり、質疑の場では自己
の意見は述べません。あくまで議題
の内容の確認に限られます。

〈常任委員会〉主要分野を担当
する常設の委員会
議会が必ず設置している委員会で、
市政の主要分野を担当します。
議案を専門的に調査し、浜田市には

「総務」「文教厚生」「産業建設」「議
会広報広聴」「予算決算」の五つの委
員会があります。

〈特別委員会〉特定課題のため
の期間限定の委員会
特定の課題について、必要に応じて
議会が設置する委員会です。
課題が区切りを迎えると解散します。
今回新たに「議員定数等議会活性化
特別委員会」が設置されました。

議会では、市民の皆さんには聞き慣れない言葉が多く使われます。
ここでは、似ているようで少し違う議会の用語を説明します。QQ&&AA

議議会会ここととばば

月　日 視察訪問市町 人数 調　査　事　項
1 1月  9日 兵 庫 県 上 郡 町 7 ・移動期日前投票所（車）の導入
2 1月14日 東 京 都 足 立 区 3 ・浜田市まちなか交流プラザ
3 1月22日 大 分 県 別 府 市 8 ・議会改革に関連する常任委員会活動の活性化
4 1月23日 香 川 県 三 豊 市 9 ・議会運営（主権者教育の取組、事務事業評価、議会基本条例の検証）

5 2月  3日 福 岡 県 糟 屋 地 区
議 会 事 務 局 長 会 4 ・議会改革の取組（はまだ市民一日議会、その他議会改革）

6 3月25日 北 海 道 網 走 市 7 ・移動期日前投票所（車）の導入
7 3月26日 愛 知 県 豊 田 市 4 ・移住・定住の取組
8 3月27日 広 島 県 府 中 町 4 ・議会ＢＣＰの取組
9 5月  7日 福 井 県 大 野 市 1 ・音楽を核とした定住促進事業
10 5月14日 愛媛県四国中央市 10 ・買い物支援の取組、地域おたすけブック
11 5月28日 長 崎 県 松 浦 市 4 ・企業誘致
12 6月  3日 島 根 県 益 田 市 1 ・浜田市公共交通

13 7月11日 新 潟 県 糸 魚 川 市 1 ・議会改革
・浜田の魚、漁港を活かした新しい取組と行政支援

14 7月28日 茨 城 県 土 浦 市 7 ・企業版ふるさと納税を活用した福祉避難所の整備
15 7月29日 広 島 県 呉 市 2 ・浜田市オーガニックビレッジ宣言
16 8月21日 島 根 県 出 雲 市 8 ・議会広報誌の取組
17 9月30日 長 野 県 大 町 市 10 ・音楽を核とした定住促進
18 10月  8日 静 岡 県 焼 津 市 6 ・浜田市議会改革
19 10月  8日 鹿 児 島 県 垂 水 市 7 ・特定地域づくり事業
20 10月16日 宮 崎 県 小 林 市 7 ・浜田市立小中学校統合再編計画
21 11月12日 京 都 府 舞 鶴 市 10 ・議会改革の取組
22 11月18日 北 海 道 音 更 町 6 ・音楽を核とした定住促進事業の取組
23 12月24日 大 分 県 大 分 市 4 ・移動期日前投票所について

視
察
の
受
入
れ
令
和
7
年

 似ているようで

少し違う

1 請願 と 陳情 2 質問 と 質疑 3 常任委員会 と 特別委員会
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第18回

―
―
「
土
を
育
て
る
会
」は

ど
う
い
う
会
で
す
か
？

中
山　
令
和
2
年
に
豊
田
ゼ

ミ
の
学
生
が
所
有
す
る
畑
で

有
機
農
業
を
始
め
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

三
重
県
で
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
有
機
農
業

や
自
然
栽
培
な
ど
多

様
な
生
物
に
優
し
い

農
業
な
ど
を
普
及
し

て
い
る
人
々
に
触
発

さ
れ
ま
し
た
。
浜
田

市
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
共

感
し
、
実
践
す
る
た

め
に
も
知
識
が
必
要

と
月
2
回
の
読
書
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

―
―
不
耕
起
栽
培
と
は
？

金
子　
二
つ
の
流
れ
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
化
学
肥
料
と

除
草
剤
を
使
う
ア
メ
リ
カ
な

ど
の
大
型
農
業
で
除
草
剤
に

強
い
遺
伝
子
組
み
換
え
し
た

作
物
を
育
て
る
不
耕
起
栽

培
。
も
う
一
つ
が
化
学
肥
料

や
除
草
剤
に
頼
ら
な
い
不
耕

起
草
生
有
機
栽
培
で
す
。

―
―
「
育
て
る
会
」
が
進
め

る
不
耕
起
草
生
有
機
栽
培
と

は
？

中
山　
秋
に
ラ
イ
麦
の
種
を

畑
に
ま
き
高
さ
約
１・
３
㍍

位
に
成
長
し
た
と
こ
ろ
で
倒

し
マ
ル
チ
ン
グ
し
て
緑
肥
と

し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
不
耕

起
用
の
播
種
機
を
使
っ
て
条

弥
栄
で
の
有
機
水
稲
栽
培
の

研
修
会
を
き
っ
か
け
に
金
子

先
生
に
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。
有
機
農
家
や
家
庭
菜
園

を
持
つ
方
や
大
学
生
に
よ
っ

て
令
和
6
年
4
月
に
設
立

し
、
会
員
は
16
人
で
す
。

間
30
㌢
で
大
豆
を
撒
い
て
い

き
ま
す
。
緑
肥
が
遮
光
し
て

雑
草
の
発
芽
を
抑
制
し
ま
す
。

微
生
物
や
ミ
ミ
ズ
が
土
を
耕

し
土
は
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。

種
ま
き
す
る
だ
け
で
農
薬
も

使
わ
ず
、
次
に
畑
で
作
業
す

る
の
は
収
穫
の
時
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

―
―
不
耕
起
草
生
栽
培
の
課

題
は
？

金
子　
コ
ス
ト
や
労
力
の
削

減
に
な
り
生
物
多
様
性
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

農
家
に
経
験
が
な
い
だ
け
に

採
用
さ
れ
に
く
い
の
が
課
題

で
す
。
不
耕
起
草
生
栽
培
が

普
及
し
て
な
い
の
で
ラ
イ
麦

を
倒
す
ロ
ー
ラ
ー
を
手
作
り

す
る
必
要
が
あ
り
、
一
番
の

ネ
ッ
ク
は
不
耕
起
草
生
用
の

播
種
機
が
日
本
で
作
ら
れ
て

い
な
い
点
で
す
。

土
づ
く
り
の
学
び
と

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
実
践
を
目
指
し
て

生
物
多
様
性
を
生
か
し
た

土
づ
く
り
で
省
コ
ス
ト
へ

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
へ
の
入
口
を
拡
げ
る
不
耕
起
栽
培

生
物
多
様
性
を
生
か
し
て
省
コ
ス
ト
・
省
労
力
化
を
目
指
す

土
を
育
て
る
会
　
代
　
　
表
　
中
山
　
　
正 

さ
ん

土
を
育
て
る
会
　
事
務
局
長
　
森
原
　
千
尋 

さ
ん

島
根
県
立
大
学
地
域
政
策
学
部
教
授
　
豊
田
　
知
世 

さ
ん

島
根
大
学
生
物
資
源
科
学
部
客
員
教
授
　
金
子
　
信
博 

さ
ん

浜田市はオーガニックビレッジ宣言をして有機農業の推進
と自然と経済の両立を目指しています。この宣言に共感し
不耕起草生栽培による有機農業への研さんと実践に向けて

「土を育てる会」が発足されました。市議会として、少子高
齢化や担い手不足などの諸課題の中で農業や農のある暮ら
しを次世代につなげようとする有機農業への活動を後押し
できればと思います。	 （インタビュー：大谷　学）

秋に植えたライ麦（12月上旬撮影）

成長したライ麦を倒してマルチング成長したライ麦を倒してマルチング
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―
―
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
し
て
い
る
浜
田
市
へ

の
期
待
は
？

中
山　
国
は
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
お
い

て
２
０
５
０
年
ま
で
に
耕
地

面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の

割
合
を
25
％
に
拡
大
す
る
と

目
標
を
掲
げ
推
進
し
て
い
ま

―
―
環
境
経
済
学
の
視
点
か

ら
の
評
価
は
？

豊
田　
大
型
農
業
は
工
業
的

で
土
を
土
と
し
て
扱
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ラ
イ
麦
に
よ
る
緑

肥
が
化
学
肥
料
や
除
草
剤
を

減
ら
し
、
土
の
中
の
生
物
が

豊
か
な
土
に
し
て
経
費
の
削

減
や
労
働
時
間
な
ど
を
少
な

く
で
き
る
の
で
生
産
性
も
上

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
が
、
耕
作
放
棄
地
や
担
い

手
不
足
に
対
す
る
具
体
的
な

取
組
が
実
感
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
互
い
に
学
び
合
い
な
が

ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
実
践
を

重
ね
て
農
村
環
境
を
改
善
す

る
よ
う
な
取
組
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

豊
田　
単
な
る
有
機
農
業
に

留
ま
る
の
で
は
な
く
、
山

（
農
林
業
）と
海
（
漁
業
）や

消
費
者
と
生
産
者
の
関
係
性

の
中
で
、
互
い
を
知
り
学
び

あ
っ
て
地
域
の
環
境
を
互
い

に
創
造
し
て
い
く
普
及
活
動

が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
学
生
と
共
に
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
。

森
原　

地
球
温
暖
化
が
進

み
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
に
地
球
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
思
う

と
持
続
可
能
な
社
会
を
早
く

つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
切
実
に

思
い
ま
す
。
農
家
さ
ん
の
努

力
だ
け
で
は
限
界
で
化
学
肥

料
や
農
薬
で
規
格
の
そ
ろ
っ

た
野
菜
を
求
め
る
の
で
は
な

く
生
産
時
の
破
棄
を
減
ら
せ

る
よ
う
小
中
学
校
か
ら
の
消

費
者
教
育
を
通
し
て
食
育
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

未
来
の
主
役
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
理
科
や
社
会
科
な
ど

の
授
業
だ
け
で
な
く
地
域
に

お
け
る
総
合
的
な
学
習
で
も

意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

金
子　
松
江
の

ス
ー
パ
ー
で
は

浜
田
の
葉
物
野

菜
は
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
で
有
名

で
す
。
弥
栄
の

有
機
大
豆
味
噌

も
有
名
で
す
。

学
校
給
食
を
有

機
に
す
る
に
は

野
菜
は
天
候
に

左
右
さ
れ
計
画

供
給
に
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
の

で
す
が
、
有
機

米
に
よ
る
学
校

給
食
は
保
存
が

で
き
る
の
で
取

組
や
す
い
で

す
。
さ
ら
に
日
本
で
の
自
給

率
の
低
い
大
豆
は
保
存
性
も

あ
り
、
省
労
力
・
省
エ
ネ
で

生
物
多
様
性
に
も
つ
な
が
る

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
不
耕
起
草
生

栽
培
に
よ
る
大
豆
生
産
は
有

機
農
業
拡
大
の
突
破
口
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
活
動
予
定
は
？

中
山　
令
和
８
年
春
に
金
子

先
生
の
講
演
会
と
コ
ン
ポ
ス

ト
や
堆
肥
作
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
予
定
で

す
。

（上左）中山　正（なかやま　ただし）さん
土を育てる会　代表。元高等学校生物教員。中山農園株
式会社　代表取締役。

（上中）森原　千尋（もりはら　ちひろ）さん
土を育てる会　事務局長。東広島市出身、豊田ゼミでの
耕作放棄地での有機農業プロジェクトの活動が縁で浜田
市の農業研修生を経て中山農園に就職され養蜂を担当。

（上右）豊田　知世（とよた　ともよ）さん
島根県立大学地域政策学部教授。総合地球研究所、国際
協力機構JICA研究所、島根県立大学准教授を経て現在
に至る。専門は環境経済学。土を育てる会　会員。

（右）金子　信博（かねこ　のぶひろ）さん 
島根大学生物資源科学部客員教授。
横浜国立大学名誉教授、福島大学名誉教授。
土を育てる会　会員。
専門は森林土壌学／土壌生態学／
日本の大学院で初めてアグロエコロジープログラム（農
業生態学）を福島大学で開設
主な著書「土壌生態学」「ミミズの農業改革」など

次
世
代
に
つ
な
げ
る
有
機
農
業

読書会で使用している書籍

圃壌に座る金子さん
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2026年２月号

レポート

改選後の新旧メンバー７人で、11月13日が執行部を交えた
初めての委員会でした。
12月の定例会議中の委員会では、11件の請願、７件の議案、
１件の同意について審査を行い、執行部報告事項の「道の
駅ゆうひパーク浜田の今後」については、積極的に質疑し、
活発な議論が展開されました。
委員会の取組課題については、全委員が意見を持ち寄り議
論した結果、１つ目は「浜田漁港・商港の活性化について
～海洋産業・観光・物流の一体的振興と持続可能な港づく
り～」、２つ目は「中山間地域の再生について～耕作放棄地・
空き家の再生と就農支援～」の２テーマに決まりました。
今後の活動に乞うご期待ください!!

総務委員会

産業建設委員会

文教厚生委員会
取組課題「浜田市における
防災力強化」について

取組課題決定!!

新たな委員でスタート！

取組課題として、浜田市における防災力を高める
ための取組を進めています。市内では自主防災組
織の設立が進んでいる一方、避難訓練などの活動
が十分でない地域もあり、実際の災害時に機能す
る体制づくりが課題となっています。また、防災
無線が聞こえにくいことや、マイタイムライン（個
人や家族の避難計画）が十分に浸透していない現状、
避難所については、運営を担う人手不足や役割分
担の不明確さ、備蓄物資や設備の充実、安全な立
地の確保、ペット同行避難への対応など改善すべ
き点が多くあります。災害から命を守るためには、
家庭で備える「自助」、地域で支え合う「共助」に
加え、行政による「公助」が十分に機能しているか
を調査し、体制整備や支援の強化を図っていくこ
とが重要です。今後、各地区の実態を把握し、実
効性のある防災力強化につながる提言を行ってい
きます。

改選前は福祉環境委員会でしたが教育委員会
を所管に加え、11月４日から新たなメンバー
７人で文教厚生委員会として委員会活動が始
まりました。
委員会として取組課題の案を決めるに当たり
委員一人一人が意見を持ち寄り、これから２
年間で取組む課題を議論しているところです。
取組課題が決定したところで、委員全員で速
やかに着手する予定で、今後の活動により新
たな委員会活動が模索できればと考えていま
す。
また、12月定例会議中に開催された委員会で
は、所管事務調査で福祉、教育、水道、税分
野それぞれに調査させていただき、現状把握
と課題を確認いたしました。今後、諸課題解
決のために委員間で活発に意見を交わし、よ
り良い行政運営を行い、市民の満足度向上に
努めてまいります。

14



2026年２月号

委員会活動

浜田市議会はこれまで積極的な「議会改革」に取組み、中でも市民と議会の距離を縮め、市民からの「声」
をしっかりと受け止める「はまだ市民一日議会」や「地域井戸端会」などの広聴活動に精力的に取組んでま
いりました。その結果、早稲田大学デモクラシー創造研究所が全地方議会を対象に実施された「地域経営
のための議会改革度調査2024」において全国２位という名誉をいただきました。
そして改選後初の議会となる令和７年12月定例会議において、会派代表８人による「議員定数等議会活性
化特別委員会」を設置い
たしました。取組内容と
して今回は、適正な議員
定数、議会活性化として
今までの議会改革項目の
検証、議員自らのハラス
メント抑止に対する条例
制定も視野に入れた活発
な議論を行う予定として
います。

議会運営委員会

議員定数等議会活性化特別委員会

議会広報広聴委員会
特別委員会を設置

議員定数等議会活性化特別委員会始動!

「伝わる」議会を目指して
議会運営委員会は会議の日程や案件など議会運
営全般を協議し意見調整を行う委員会です。新
たな委員は各会派から選ばれた９人で構成され、
新議長や会派からの要請を受け特別委員会の設
置について検討しました。委員からは、社会問
題となるハラスメント対策をはじめ人口減少に
伴う地域産業対策やインフラ整備対策、浜田港
湾振興や議員定数見直し、議会活性化など多様
な提案が寄せられ、協議を重ねました。協議の
結果、浜田市議会の時期改選期における議員定
数などの在り方および政策立案などをはじめと
する議会活性化に係る調査・検証を行うことを
目的とする議員定数等議会活性化特別委員会が
設置されました。市民の声を踏まえ課題解決に
向けた議論を深めてまいります。

令和７年11月から新たなメンバー構成で活動を
開始しました。これまでの取組や引き継ぎ事項
を大切にしながら、市民の皆さまの声を丁寧に
伺い、議会活動に反映するとともに、その内容
を分かりやすく伝える広報の在り方について検
討しています。
委員会内では、より良い議会広報の実現に向けて、
委員間で活発な意見交換が行われています。
多世代のより多くの市民の方に議会を身近に感
じていただけるよう、従来の議会だよりに加え、
さまざまな情報発信の工夫を重ね、より伝わる
議会広報を目指してまいります。
また、はまだ市民一日議会や地域井戸端会など、
市民の皆様の声を直接伺う取組についても、引
き続き継続していきたいと考えています。
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★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
当
た
り

　
29
・
48
円（
税
込
）で
で
き
て
い
ま
す
。

1　「全国市議会議長会特定第三種漁港協議会」の陳情に参加し、農林水産省内の根本幸典農
林水産副大臣室を訪問、13港が抱える課題解決のための「競争力強化と輸出促進のための高
度衛生管理対策への支援」「海業振興に向けての施設整備への支援」「漁港強靭化への支援」
など、27項目の陳情書を手渡しました。

全国1,700の地方自治体と議会は、大都会中心に配分される国の予算を獲得するために、永田町と霞ヶ関に「陳情」を
繰り返します。陳情の回数と人数がその自治体や団体の本気度のバロメーターであるという政治価値基準の中に組み込
まれているからです。
2　全国市議会議長会の「大規模地震に備えた防災まちづくりの推進に関する特別委員会」に参加。東京大学生産技術
研究所の加藤孝明教授の講演のあと、教授に質問しました。

「地震後の自衛隊出動の知事の要請にスピード感がない現状に対し、法律を改正して国の危機管理として国が対応すべ
きではないか？」
教授「阪神淡路大震災の頃に比べれば良くなっている」

「南海トラフ地震や首都直下型地震が迫っていると指摘されている一方、日本海側での備蓄基地整備が遅れているので
はないか？」
教授「Amazonの物流倉庫と連携するなど、民間事業者との関係構築が先と考える」
残念ながら期待する答えを得ることはできませんでした。

議長活動レポート

編集委員
委 

員 

長　
大
谷　
　
学

副
委
員
長　
岡
山　
令
子

委　
　
員　
西
田　
一
平

　
　
　
　
　
今
田　
実
延

　
　
　
　
　
遠
藤　
祐
之

　
　
　
　
　
花
田　
　
香

　
　
　
　
　
戸
津
川
美
二

　
　
　
　
　
沖
田　
真
治

　
　
　
　
　
笹
田　
　
卓

　
　
　
　
　
岡
本　
正
友

あ
と
が
き

・２月24日㈫　開会
・２月25日㈬～３月２日㈪　一般質問
ぜひ傍聴にお越しください。
※変更になる場合があります。

3月
定例会議の

予定

次号（Vol.81）は
５月１日発行予定です。

表紙に
ついて

絵本作家ユニットtupera ruperaの作品です。また、浜田市世界こども美術館開館30周年記念展
「tupera tuperaのツペラボ」を３月７日から５月31日まで開催します。絵本作家ユニットtupera 
tupera（ツペラツペラ）の原画や立体作品を鑑賞できるほか、来館者が自ら工作を体験できる参加
型展覧会です。
子どもから大人まで楽しめる創造的な空間をお楽しみください。

今
回
か
ら
「
議
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
「
議
長
活
動
レ
ポ
ー
ト
」

に
変
え
て
お
届
け
し
ま
す
。

議
長
は
議
会
の
代
表
と
し
て
市
内

に
お
い
て
は
「
浜
田
の
地
域
医
療

を
守
る
会
」
や
「
大
学
を
支
え
る

会
」
な
ど
約
30
の
医
療
・
教
育
・

防
災
・
商
工
・
観
光
・
土
木
建
設

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
の
充
て
職

に
就
任
し
て
お
り
議
会
と
し
て
の

広
報
広
聴
や
市
政
運
営
上
の
連
携

活
動
な
ど
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
お
い
て
は
時
に
全

国
や
県
や
石
見
部
な
ど
の
議
長
会

お
よ
び
漁
港
や
水
産
の
協
議
会
で

地
域
の
要
望
を
取
り
ま
と
め
陳
情

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
広
範
な
議
会
の
代
表
と

し
て
の
活
動
を
市
民
の
方
々
に
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
の
試
み

で
す
。
今
後
と
も
よ
り
良
い
紙
面

づ
く
り
に
委
員
全
員
で
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。　
（
記　
大
谷　
学
）

１月５日の42号はご覧いただけましたでしょう
か。ｍiｎiは浜田市議会ホームページにウェブ
版として掲載していますのでぜひご覧ください。
次号は３月１日に発行予定です。

はまだ議会だより

miniも
見てね コチラ


